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 ハンカツ コク カツ コク 
han@kakkok@kakkok 
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  ハン カッコク カッコ ク l)han ハンは鳥の神謡 
の 折り返しによく 出てく 

 
 

  

 
 

私の夫と 

ハン カッコク カッコク 

一緒に 

暮らしていますと 

ハン カッコク カッコク 

夫は熊でも 

る 。 k 地女 ok カツ コク は 

鳴き声で、 その鳥の名称 
にもなっている。 

2) 町ト te-hoku アン   
テ ・ ホク ている・させ 

る ・ 夫 ) は、 叙事詩の 
中で夫を表す。 妻は 
柚比 maCj アンテ マチ 。 
3)tapne タ フネ ( この 
ように ) は、 文法上も 
意味上もここになくて 
もよい 語 だが、 これが 
入ってこの行が 5 音節 
に 整っている。 

4 Ⅰ   i キ ( する ) が 
入ってこの行が 5 音節 
に 整っている。 
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㌔
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とってきてくれますので 

ハン カッコク カッコク 

私は食べたいと 思、 うものは 

一つもなく何不自由なく 

二人で幸せに 暮らしていま 
した。 

そのようにして 

ハン カッコク カッコク 

暮らしていましたが 

今になって 

しばらく 

暮らしていますと、 

ハン カッコク カッコ ク 

あ る日のこと 

私の家の 

屋根に 

ハン カッコク カッコ ク 

カッコウ，鳥が 

止まりました 0 
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8-9) 昔話ではもつと 長 
い 言い方で言うが、 韻 
律 のためにこのような 
表現にして、 各行を 5 
音節ずつにまとめてい 
る 。 

10) 食べものにも 持ち 
ものにも不自由なく 豊 
かに暮らしていた。 
1l) Penune ペヌネ 
は、 歌う韻文で、 前の 
動詞を受けて「そうし 
て 」と続けるときに 使 
われる。 人によって 
enune エヌ ネ と一 富 

  

 
 
 
 

 
  
 

ン
 
む
よ
う
 

 
 



ン
 n
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h
 

Ⅰ
 万
 
a
 
荻
 
Ⅱ
。
 

k
 

力
 
k
 

力
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コ
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・
 
k
 
k
"
'
 
Ⅱ
。
 

クン 不ヘォ、 

Ⅱ unne  henme 

トカプ ヘネ 
tokap  hene 

ハンカッコクカッコ ク 
hank 燕 okk 蛇 。   

レクコロカ 。 

rekkoroka   

不 ラ ボキ 

nerapokl 

ハンカッコ ク カツ コク 
nan    燕 okk 燕 ok 

ア アンテホク 
狂 antehoku 

オンソウンマ 
OSlSoUnm  a 

セ トゥル セ セッカ。 

setursesekk  a. 

ハンカツ コ クカッコク 
nank 蛆 okk 照 ok 

ネブ イェカ 
nep  yeka 

ソモキキ SOmoklklno / 

クシ ネ レレコ 
kunnererko 

/  イワンレ レコ 
nolw 町 ⅠⅠ e Ⅰ ko 

トカプレ レコ 
tokapferko ネ 

/ イワン レ レコ 
no ㍉Ⅳ 8 打て erko* 

ハンカツ コク カツコク 
han〔akkok〔akkok 

カッコ クチカプ 

  蕪 ckokcikap 

 
 

  

 
 

 
 

  

 
 

3
4
 

 
 

 
 

  

  

ハン カッコク カッコク 

夜も 

昼も 

ハン カッコク カッコク 

鳴いています。 

その間 

八ン カッコク カッコク 

私の夫は 

右 座で 

背中あ ぶりしています。 

ハン カッコク カッコ ク 

何も 

言わずに 

夜の日数 ( ひかず ) は 

上日 

昼の日数 ( ひかず ) は 

上日 / 、 

ハン カッコク カッコク 

カッコウ島は 

23) ヵッコゥ は 1 羽 だ 
けだけれども、 叙事詩 
なので校数 形 。 ㎞ オカ 
が 使われている。 

26) 古庄とは、 いろり 
の 北側 ( 入って左側 ) 
の 座で、 家の主人夫 
婦の座るところ。 
27) いろりに背を 向け 
て 座っていた。 

28) 手足らずの 3 音節 
で、 2 拍しか使ってな 

  
2gW 初めの ki キは、 
昔話でも日常語でも 必 

要 る ki キ 。 あ との M 
キは 韻律を整えるため 
に 入ったば キ 。 
30-33) 是 の間、 何日 
も 何日もを表す 韻文の 
慣用表現。 歌ったとき 
前半しか言わなかった 
が 、 後半も必要だとの 
ことなのでテキストで 
補った。 決まった対句 
の中には後半が 省略で 

きるものもあ るが、 こ 
れはできない。 iwan 
イワン ( 六つの ) は多い 
ことを表す。 no- / は 
ずいぷん多いという 気 
持ちを表すのではない 
かと思 うが 未詳。 
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レクカネコロ 
Ⅰ 0kkanek0[ 

チセ ClSekltayta キ タイタ 

オカ         ネ 
oka 印 wene   

ハ " ノカッコ ク カツ コク 
hank 荻 okk 燕 ok 

キロク Ⅱ五て ok  アワ awa 

・イイェ・エイワント lye-elWanto 
ネルウェ ネ 。 
ne  ruwe  ne   

ハンカッコクカッコ ク 
hank 無 okk 皿 ok 

キロカ 抽 Ⅰ okawa ワ 

ヘ hesaslwa サンワ 

ア アンテ ホク 

㌍ anteh0 社Ⅰ 

・ンキル s № mwa ワ 
ハンカツ コ クカッコク 
hanlkak 宝 okkakkok 

エネイ タキ、 
㎝ ne れれ 丘 hl, 

"asmumaanak 「アシスマアナク 

ネ パイヌフ 
nepaynuhu 

ア ネルウェ カ 
㌍ neruweka 

ソモ タバンナ 
somo は p ㎝ na   

ハンカッコクカッコク 
ban〔akkok〔akkok 

 
 

  

 
 

  

  

鳴きながら 

屋根の上に 

止まっています。 

ハン カッコク カッコ ク 

そうして 

六日目に 

なりました 0 

ハン カッコク カッコ ク 

すると 

いろりの方に 

私の夫は 

向き直って 

ハン カッコク カッコ ク 

こう言いました。 

「私は 

ふつうの人間 

では   

ないのだ。 

ハン カッコク カッコ ク 

35)k ㎝ e カネ が kml 
カニ のように発音され 
ているのは歌い 方によ 

る。 
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目
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番
 

 
 
 
 
e
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@
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3
9
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42) く he-sa,(a)si-wa 
へ ・ サ ・ ( ア ) 、 ン ・ ワ 

( 項 ・ 前 ・立てる         
して ) 、 直訳すると ( 頭 
を 前の方に向けて ) 。 
sa サ ( 前 ) とはいろりの 
側 。 いままで後ろを 向 
いていたがいろりの 方 

に 向き直った。 

46) リズム上は、 最初 
の音節 a7 を前の行末 
ほ つけている。 
47-49) 直訳すると ( 何 
の 人間でもない > 。 人 
間の姿になって 地上で 
暮らしている 神が   
「実は私はほかでもな 
ぃ - だ」と身を明かす 
ときに言う慣用表現 0 
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カツコクト / 
  荻 oklono 
ハンカッコクカッコク 
ban〔akkok〔akkok 

アネワ アナン 
8 月 newa 姦 n=an 

アナク anak  キコロカ u  ko て ka 
ハンカッコ ク カツコク 
nank 庶 okk 燕 ok 
カムイオッタ 
kamuyor ぬ 

ア マイコ トムカプ 
旺 yaykoto 紬 ap 

・イサムルウェ ネ 
isam  mwe  ne   

ハンカ・ ソコク カツコク 

hank 荻 okka Ⅱ 氏 ok 

アイヌ モ シル ン 
aynumosl 「 un 

インカラン アワ 
lrl Ⅱ 打二 anawa 

ハンカッコクカッコク 
hank 荻 okk 庶 ok 

アイヌ メノコ 
aynumenoko 

エネ コロカイキ 
e Ⅰ nekorkayk む 

ハンカツ コクカ ・ ソ コク 

h 町 ik れ 瓦 kokk れ Ⅱ kok 
エアニバテ ク 
em  patek 

三丁 み宝 ㌫ 6%     
ハンカッコ ク カツコク 
hank 燕 @kokk 無 kok 

50  天の 

  

  

  

 
 

 
 

  

  

  

 
 

  

 
 カッコウの 王 

ハン カッコク カッコ ク 

なのだ。 

ところが 

ハン カッコク カッコク 

神の国では 

私が結婚したいと   思、 う 女は 

いなかった。 

ハン カッコク カッコ ク 

人間界を 

見ると 

ハン カッコク カッコ ク 

あ なたは人間の 女 

ではあ るけれども 

ハン カッコク カッコ ク 

あ なただけが 

私の妻にふさわしかった。 

ハン カッコク カッコ ク 

5l) tono ト / は殿 

様 、 役人、 さからり   
神 、 などを指すが、 こ 
こでは、 歌い手の ワテ 
ケ さんによれば・カッ 
コウ の神の中の王様だ 
とのことであ る。 

55)@yay ， kotom ・ ka@ ・ V 
イ ・ コ トム・ 力 ( 自分   
に 似合う・ と思、 3) 、 
自分の連れ合いとして 
ふさわしいから 一緒に 

なりたいと 忌、 う 、 とい 
うことを言っている。 

57)un ウン は方向を 
表し、 よく <... へ ) と訳 
される。 ここでは見る 
方向を表しているので 
(... へ 目を向けた ニーの 
方を見た ) 。 
58) n ン 0 発音に注 
意 。 「 ン 」の音ではな 

  

イ
話
 
i
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力
学
。
 

を
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ウ コランキ ワ 
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オカ アンルウェ 
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ハンカツ コク カツコク 
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ネロ カワ 
nerokawa 
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kantoo 「 owa 

ハンカツ コク カツ コク 
han    無 okk 燕 ok 

  ツコク カムイ 
  皿 okkamluy 
アウテク キワ 
沖 utekkiwa 

イ コチ ャ ランケ。 
l Ⅰ koC 打 江山 e, 

ハンカツ コ クカッコク 
ha Ⅱ kakkokkakkok 

カム ユ チ ホ ヤッカ 
Kamuyh 丘 u<.clney 廿 alddk   

イコ・ソチ l コ kotCa 宝 ャケヘ ehe 

エヤ ユナ ・ ンケ 

eyayunaske   

ハンカッコクカッコク 
hank 庶 okk 荻 ok 

ナイルカポカ 
nalrukapoka 

ア コロカムイ 
掻 to 「 k 町 nmy 

  

 
 

 
 

  

  

 
 

 
 

  

  

  

だから 

私は天から降りてきて 

ハン カッコク カッコ ク 

あ なたと私は結婚して 

一緒に暮らして 

ハン カッコク カッコ ク 

いたのだが 

天から 

ハン カッコク カッコ ク 

カッコウの神が 

遣わされて来て 

私に断じこんだ。 

ハン カッコク カッコク 

火の女神も 

私のために 

頼んだり謝ったりして 

ハン カッコク カッコ ク 

「せめてもう 少しの間 

わが神を 

上
 

 
 n
.
 
の
：
 
，
も
 

は
べ
 
・
 
k
 た
 

 
 

65) u-koI ウ ・コロ 
( 互い・を持つ ) は ( 結 
婚する ) 。 ぱキ は韻律 
上人ったもの。 

71) 私に チ サランケ ( 談 
判 ) をしかけてきた。 
72)@ Kamuy@huci@ * 
4 々  プ チ ( 神 ， お ぱあ 
さま ) 。 ワテケ さんの 
発音では Kamuyuci 
カム ユチ 。 Ap 目 h 丘 ci 
kamUy アペプ チカム 
イ とも言う。 
73-74)@ kotcakehe 
コ ソ チ ャケヘ <... の 前 ) 
は 、 この場合、 人をか 
ぼって代わりにものを 
言ってあ げる心理的な 
位置 o yayunaSke ヤ 
ユナシケ はいろいろ 頼 
んだり謝ったりして 依 

頼や命令や申し 出を断 
ることを言う。 e- エ 

<( そこ ) で ) は 前の 
Ⅱ kotcakehe イコッ 
チャ ケへ を受ける。 
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ハンカツ コク カツコク 
ha ㎜ k る Ⅹ 互 okkakkok 

カントオル 、 ノ 
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アラバアンク ニ ・ プ 

叩簗 ankump 

ア ネルウェ ネ 
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ハン カッコク カッコク 

人間界に 

いさせてあ げてください」と 

火の女神も 

ハン カッコク カッコク 

私のためにとりなそうとして 

  
言ってくれた 

のだけれど 

ハン カッコク カッコ ク 

ィ吏 いの神は 

何回も何回も 

私に激しく言い 立てる 0 

ハン カッコク カッコク 

言い続けられてとうとう 

明日になったら 

ハン カッコク カッコ ク 

私は天に 

帰って行かなければ 

ならなくなった。 

78)= 話 ならこのあ と 
に sekor セコロ <,,, と ) 
が 入るところだが、 韻 
岸上省いている。 

 
 
 
 
 
 
ノ
 
-
 打
 

 
  
 

 
  
 
）
。
 

1
 

と
 

@
@
 
し
 

㏄
 じ
 

8 ど 使いによこされた 

神 。 
84-85)@otu ． ， ． ore ．．． t 
トゥーオレ．． ， < 二つも 
三つもの． ， ． > は、 いく 
つもいくつもの、 たく 
さんの。 

-77- 



カ
ツ
コ
ク
 

k
"
"
 

。
 
k
 
。
 

ン
 
n
 

Ⅱ
 
ノ
 
a
 
h
 

k
 

荻
 
。
 
。
 

力
 k
 

キワホ klwaney ヤク ㎞ ン n 
イサマン ヤッカ 
lSani Ⅰ aany 杣山 a 

ハンカッコ ク カツ コク 
hank 燕 0kk 無 ok 

イョカケタ 
1=okaketa 

ハンカツ コ クカッコク 
hank 荻 nklc 無 ok 
アイヌオッカ イポ 
aynuo ㎞ aypo 

イョル ンクン ネ 
iyorunkur@ne 

エクナン コロワ 
ek  n ㎞ O で W  a 
ハンカツ コク カツコク 
nank 燕 okk 燕 ok 

エチウコロキ eClsllko ダは i『a 7 
シネボトゥ ボ 
slnepotuPo 

こ 二 % 薦 ，ち %   
ハンカツ コク カツ コク 
hank 無 okk 荻 ok 

スク ポントム タ 

su ㎞ uphontomta 

エイサムヤク さ目 Sam Ⅱ y 目鰍 ン n 
ハンカツ コク カツコク 
hank 無 okk 蛆 ok 
[ ウ l カムイオッタ 
[u]k 町 Ⅱ uyo て ta 

ホ ヤクエアシリ 

ney 荻 easlr 

 
 

 
 

  

93 

 
 

 
 

97 

98 

99 

㏄
 

l
0
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

ハン カッコク カッコ ク 

そういうわけだから 

私がいなくなっても 

ハン カッコク カッコク 

私の行ったあ とに 

ハン カッコク カッコ ク 

人間の男が 

使用人のようになって 

来るだろうから 

ハン カツ コ ク カッコ ク 

あ なたたちは結婚して 

子 どが一人か二人 

できても 

ハン カツ コ ク カッコ ク 

，
 -
-
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年
 
り
 
ま
 
あ
 
よ
 
，
 
4
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で
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ハン カッ ゴク カツ コク 

神の国で 

こそ私たちは 

93) @ イと a,e,0 ， u 
  ア、 エ、 オ、 ウが 続く 
; とき、 し @ し @y が 入 
    る 。 ここでも 正 ok 無 e 
  イ ・．オカ ケ が 

て吋 yok る氏 e イ ヨカ ケと 
発音されている。 

95)@i ， or-un-kur@'r   
オロ・ウン・クル < 人   
のところ・にいる   
八 ) は 住み込んで家の 
仕事を手伝う 人 。 居候 
と 訳せる場合もあ る。 

99) 子どもが生まれる 
ことを ko エコロ ( 持つ ) 
という語を使って 、 
「子どもを持つ」と 言 つ . ulkoko ィウ ココロ 
は 二人の間に子どもが 
できること。 
100) 老死するまで 生 
きないでまだ 若いうち 

  
10l)e 。 ェ < あ なたが ) 
と、 次の ニイ とが続い 
て ey エイと二重母音 
で 発音される。 これを 
さ， i のように表記す 

る 。 

103)eaS トエアシリは 
この場合 (... であ って 
初めて ) 。 



ハンカツ コ クカッコク 
hank 蛇 okk 荻 ok 

ソン / ウココ 
sonno ukor 

シ / ウ コロ 
Sln0U " k 0 で 

ノヘシ カツ コク カツコク 

hank 燕 okk 燕 ok 

ア 抽 キナン ㎞ na コロワ 止 oTwa" 」 

セコロカイペ 
sekorokaype 

ハンカ・ ソコク カツコク 

h 接 @lkak Ⅱ okkak 亜 [Ok 

アエコ テ カムイ 
㌍ hek6tekamuy 

イエ ルウェ ネ 
yemwene. 

ハンカッコクカッコク 
h ㎝ lkakkokkakkok 

チ サンキ コロ 
cis ニ zanklko イ 

オ カ アン アワ 
ok ニ ㎝ awa 

二 サッ タ アンコ コ 
℡ Sa 甘 a ㎝ ko 「 

ハンカッコクカッコ ク 
Ⅱ 町 lk 無上 okkakk0   

ナシリ クシ ネイワノ 
nas Ⅱ㎞ mn  ehlw 却 0 

イワンコソ ンテ 
lw ㎝ kosonte 

ウコエクッココ 

ukoe ㎞ ltko で 

ハンカッコ ク カツコク 
h ㎝ nkakkokk 荻 ok 

イワンコソ ンテ 

lW ㎝ koSonte 
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ハン カッコク カッコク 

本当の結婚 

まことの結婚を 

ハン カッコク カッコ ク 

するのだ ょ 」 

ということを 

ハン カッコク カッコ ク 

私の夫の神が 

言いました 0 

ハン カッコク カッコク 

私は・泣いて 

いましたが 

翌日になると 

ハン カッコク カッコ ク 

まだ暗いうちから 

夫は六枚の小袖を 

着て帯を締め 

ハン カッコク カッコク 

六枚の小袖を 

104-105) 同じことを 
類義語を使って 操り返 
している。 死んで、 神 
であ る夫または妻のい 
る 天国に行ってはじめ 

て 完壁な夫婦になる、 
という文脈での 慣用的 

な 対句表現 0 

106)nmkoI ナン コロ 
( だろう ) はこの場合子       

108)hekote ヘコテ は 
( 連れそっている -) 。 

110) ki キは 韻律上 
入 つたもの。 

112) ㎡ satta 二 サッ タ 
は 、 通常は「明日」を 表 
すが、 ここでは「その 

翌日」の意味で 使われ 
ている。 

113) ㎡ ヒを 前の音節 
にくっつけて ney ネイ 
とし、 6 音節にしてうま 
く 4 拍に合わせている。 
114-117) 人間の姿で 
地上に暮らしていた 神 
が 天に帰る身支度をす 

8 場面の常套句。 六枚 
0 着物を着た上からま 
とめて帯をしめた。 
opane 「 e オ パネ レ 
は、 着たままで帯をし 
めないことを 言う。 
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オバホン 
0p 打 Ⅰ e Ⅰ。 

ハンカ・ ソコク カツコク 

h ㎝ lkakkokkakkok 

ソコンパ 々 。 
SOyonPana   

オ ・ ンソイネ アン。 

os soyne 二あ Ⅱ・ 

ハンカッコ ク カツコク 
hank 荻 okk 皿 ok 

チセ ヌサ 
ClSe nUSa 

ウコウトゥッ タ 
ukouturta 

ハンカツ コ クカッコク 
hank 燕 okk 燕 ok 

オトウ タ フカシ ル 

0 皿 伍 pkan Ⅲ 

o  uclwp 打 e [ 臼 。 チ 。 " 。 

キロクアイ Mrokayne ネ 

シ ポロチカ プ 
sfporoc 正 ap 

      1@@々 ． * 
ne@ ruwe@ ne 

ハンカツ コ クカッコク 
h 柑 nkakkokk 杣 kkok 

ホ ブシ バキナ 
hopunpa 口 na   

チョロ corpokike ポキケ 

アエパシキ   
㌍ epasM  wa 

チ サン 
ClS= 皿 

パラパラクアンコ ロ 

p 打 ap 荻旺 k 二町 lko て 
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羽織り 

ハン カッコク カッコク 

外 へ出て行きましたっ 

私もあ とについて出ました 0 

ハン カッコク カッコク 

家と 祭壇との 

間で 

ハン カッコク カッコ ク 

鳥 の 羽 ばたきのような 踏舞を 

何回もくりかえして 

いるうちに 

とても大きな   鳥に 

なりました。 

ハン カッコク カッコク 

飛び立ちました。 

私はその下を 

走って 

泣いて 

大きな泣き声をあ げながら 

 
 壇
 
（
祭
あ
 

サ
あ
 

ヌ
に
 

田
側
 

u
 東
 

 
 

122-123)@ tapkanru 
タ フカシ ルは taPka 「 - 
m  タ フカラ ・ ル ( 踏舞   
道筋 ) 。 この 2 行は雅 
詩的慣用表現。 tapk 町 
タ フカラ については 
「 上 」の「Ⅰ」を 参照。 

128) 話すときは i が 
落ちて corpo ㏍ e チョ 
ロ ポッケとなるのが 普 
通 だが、 歌っているの 
で i がはっきり出た。 
12g)e-pas ニ ・パシ 
<( そこ ) で・走る ) 。 
pas パシ ( 走る ) は北見 
や 樺太の cas チャシ 
( 走る ) と同源だが、 こ 
の方言では特殊なとき 
にしか使わず、 通常は 
hoyupu ホュプ [ 単レ 
hoyuppa ホユッパ 
Ⅱ 則 と言う。 
130-131)cis チ ・ ンは 
一般に泣くこと。 2 
音節 2 拍を言った と 
ころで言い直した。 
p 町 aparak パラパラ ク 
はワ 一％一大声で 泣く 
，と Ⅰ 。 
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ハンカッコクカッコク 
hank 荻 okk 蛆 ok ハン カッコク カッコク 134) 韻律の関係で sekor セ 

コ 。 ( と ) が省略され ばキ が 
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「私の夫よ 

林なる矢よ 

ハン カッコク カッコ ク 

と 言いながら 

大声をあ げて泣きました。 

ハン カッコク カッコク 

夫は私の上を 

何回も 

何回も 

回り 

ハン カッコク カッコク 

落とす涙が 

大雨のように 

ハン カッコク カッコク 

私の上に 

落ちてきました。 

けれども 

ハン カッコク， カッコ ク 
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入っている。 日常語なら 
sekorhaweankor セコロ ハ 

ウェアンコ ロと 言うところ 

であ る。 

136) enka エン カ [ 概 Ⅱ 
enkasike エンカ、 ンケ [ 所 Ⅱ t 
離れた上方を 言う。 話すと 
きは i が 落ちて en 正 aske エ 
ンカ・ ンケと 発音されるのが 
普通だが、 歌っているので 
はっきり 1 が出ている。 
137-138)@ tu@ suy@ re@ suy 
ト ウスイレスイ と 言えば 
( 二、 三回 ) だが 0 拍 -  0re       
オ トゥーオレ - の構文を使う 

と 、 ( 何回も何回も ) 。 
konna コンテには積極的な 
意味はない。 韻文、 特に 叙 
事詩でよ く使われ、 リズム 
を 整えると同時に 、 次に 叙 
述 が来ることを 予告する。 
139)sik ㎝ natki シカンナッ 
キ ( 回る ) は、 ここでは輪を 
描いて旋回したことを 言 
う 。 e- エ <( そこ ) で ) は 3 行 
土の i 七 nkas@e イ イェン カ 
、 ンケ ( 私の上 > を受ける。 
140-143) 神が人間から 鳥の 
姿 になって天に 帰って行く 

場面の常套句。 
141) 「 uyanpe ルサ ン ぺ は 

日常語でよく 嵐 やしけをさ 
すが、 ここでは大雨。 

kUnne クシ ネ @kll 「 -ne ク 

ル は (  ・     ネ のように ( 影 / 姿 ・になって滞 ) 、 叙事詩の 
言葉。 ruyanpekunne ルヤ 
ンベクシ ネは八り aPtoS ㎝ le 
ルヤプト サネ と 言われること 

もあ る。 
142) kurka[ 棚尭 l/ku Ⅰ kasi 
(ke)[ 所 1 は <,.. の上一面 ) 。 
143)@ ci-o-ranke-kar@ ・ t ・   
オ ・ランケ カラ <( 中和接頭 
辞 @  ( そこ ) に・落とす・ す 
る ) は <( そこ ) に落ちた ) 。 話 
すとき、 語るときは 
corankek Ⅱ チョ ランケ カラ 
と 言う。 0- オ <( そこ ) に ) 
は、 前の行の i,kurkasike 
イクル カシケ ( 私の上 > を受け 
ている。 



コンラムコン ナ 

konram@konna l45 夫は気持ちを 
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しっかりと決めて 

ハン カッコク カッコク 

天の方へ 

引かれるように 行ってしま 

いました。 
ハン カッコク カッコク 

全然見えなく 

なって 

私は家に 

入って 

ころがりながら 

泣いていました。 

それでは 

私は死んだら 

私の神なる夫と 

結婚を 

神の国で 

するということを 

私の神なる夫は 

-82- 

145-146) 別れを惜し 
んで泣きながら 旋回し 
ていた神が 、 意を決し 
てサッと 行ってしまう 
・ ン一ンの ・ 漬用句 。 

147M 直訳すると ( 天の 
面 >-< 空 ) 。 

148)ko-Si-y-etaypa 
コ ・ シ ・ ( イ ) . エタイ 
パ <... に・自分・傭人 
子音 ) .        を引っぱ る 
[ 複 l) は 直訳すると (       
に 向かって 引つば られ 

た ) 。 

 
 

最
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ら
 

か
る
 

こ
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こ
に
 
 
 

 
 
㎎
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坤
 

153)cis-ko-k 打 k 打 Se 
チン・ コ ・カラカラ セ 

( 泣く・とともに・ こ 
ろがる ) 二にろがりな 

がら泣く ) 。 

156) onne オン み に 
は ( 年寄りになる ) と 
( 年取って死ぬ ) の二つ 
の 意味があ るが、 ここ 
では死ぬこと。 100- 

101 行 目によ れぱあ き 
0 年取らないうちに 死 
ぬ はずであ る。 



イ エカ ネコロ 

yekanekor l62 言いながら 

イホッハ ルウェ ， 

l Ⅰ hoPpa Ⅰ nuWe, l63  私を残して行ったのだ、 

カツ ニクト / 
kakkoktono l 孫 ヵツコウ の王を 

オロヤチキ ・ 

0 ト OyaC@l lf65  なるほど 165)0 「 oyaci ㎞ オロヤ チ 
キ は、 あ とになって か 

ホクネ アコン ら、 「あ あ そういうこと 
hoku nea Ⅰ ko 「 lf66  私は夫に持っていた だったんだなあ 」と事の次 

第 かわかったことを 表す 

ルウェ ネア アンセ コロ 高 Ⅰ 言可 、 ( あ あ そうか、 さて 

ruwe@ne@aan@sekor l67 のだったのだなあ と は 、 なるほど ) 。 
167) 烈皿ア アンも． 上と 

シネ ビ @ カメ / コ 似たような状況で、 「いま 

sine@pirka@menoko @68  一人の美しい 女性が わかったことから 察する 
とあ れはこうだったんだ 

ヤ イェイソ イタれ なあ 」と納得したことを 表 

yayeyso が ak   l69  自分のことを 語りました。 す 助動詞、 (.., したんだな 
あ )o 

歌い手の ワテケ さん自身が、 「 k 荻 kok Ⅱ 佃 luyyayeyuk 打 kamu Ⅵ上荻カッコ ク カムイ 

ヤイェ ユカラカムイユカラという ka 血 uy Ⅵ上荻カムイユカラを 語ります」と 言って歌い始 

めたものであ る。 く カツ コウ の神が自分のことを 歌った神謡》という 意味だが、 最後に言っ 

ているように、 この話全体を 叙述しているのは、 カッコウの神ではなく、 その妻になって 

いた人間の女性であ る。 その叙述の中で、 天から使いに 来た神がカッコーカッコ 一 と言っ 

てチャランケをし、 そのあ とは夫の神が 妻に向かって 自分のことを 言う。 つまり、 全体を 

叙述しているのは 妻であ っても主人公は 夫のカッコウの 神であ る。 そのためにこのように 

呼ばれているのだろう。 
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